
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

作成年月日 令和 7年 8月 20日 担 当部署 産業部 産業政策課

※以下は令和 7年 3月 31日 現在の内容です。

2 法人等の概要

3 役員数
(単位 :人 )

4 職員数
(単位 :人 )

法 人 名 有限会社 やまざくら

代 表 者

代表取締役 飯田 多津子

□ 常 勤   ■ 非常勤 ■ プロパー □ 市兼務 □ その他

所 在 地 新潟県上越市大島区大平 3874番地 1

設立年月 日 平成 9年 7月 14日

資 本 金 11,600千 円 市出資割合 98.3%

設 立 目的

上越市の食料品等販売施設「大島やまざくら」の管理運営を通じ、若者を中心

とする人口流出による過疎化が進む大島区において、生鮮食料品の販売を中心と

した営業を展開し、住民生活の利便の向上を図る。

主 な事 業

(1)大島やまざくらの管理

121 大島やまざくらの運営 (穀類、農産物、山菜、花井、食料品、清涼飲料

水、日用品雑貨、酒類及びたばこの販売)

131 移動販売車による食料品等の販売

常勤 非常勤 計
内訳

プロパー 市兼務 その他

取締役 0 2 2 2 0 0

監査役 0 1 1 1 0 0

計 0 3 3 3 0 0

計
内訳

プロパー 市兼務

正社員 2 2 0

その他 3 3 0

計 5 5 0
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5 事業実績 (概要 )

【第 28期の経営状況】

・第 28期 (令和 6年度)の売上高は、前期と比較して 7,561千円増 (12.5%増)の 67,810

千円となりました。店舗では、地元商二会が実施する消費喚起の取組などにより利用者

数が 1,747人増加し、それに伴い売上高も 3,508千円増加しました。また、移動販売で

は、大雪による影響で訪問範囲が制限されたことから、利用者数が 300人減少したもの

の、顧客のニーズに合わせた商品提供に努めた結果、売上高は 765千円増加 しました。

・売上原価は、前期と比較して 4,089千円増の 47,661千 円となり、売上高原価率 (指定管

理料を除く売上高に占める売上原価の割合)は、前期と比較して 1。 3ポイント増の 79。 1%

でした。

・販売費及び一般管理費は、役員報酬の増額や電気料金高騰の影響などにより、2,120千

円増の 19,184千 円となりました。

。この結果、営業利益は 965千円、経常利益は 2,030千円、当期純利益は 1,486千円を計

上し、11期連続の単年度黒字となりました。また、第 28期末の純資産は 16,709千 円と

なりました。

【第 28期の主な取組】

・店舗バックヤードの空きスペースを、地域住民の憩いの場として整備しました。

・移動販売では、前期に引き続き、利用者の需要に応じた仕入れに取り組みました。

【売上高の実績】(税抜) (単位 :千円)

※

※

金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書

及び計算結果と一致しない場合があります。

第 28期の指定管理料について、売上実績に基づき指定管理料を再算定し、増額しまし

た。

【利用者数の実績】 (単位 :人 )

菩ヽP弓
第 26期 第 27期 第 28期

実績 実績 目標 実績

店舗 42,294 43,789 41,500 47,297

移動販売 10,835 12,181 12,001 12,946

指定管理料 4,279 4,279 5,959 7,567

合計 57,408 60,249 59,460 67,810

都―門
第 26期 第 27期 第 28期

実績 実績 目標 実績

店舗 34,343 38,303 33,200 35,050

移動販売 4,731 5,250 5 455 4,950

合計 39,074 38,553 38,655 40,000
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6 財務状況 (税抜)
(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計

算結果と一致しない場合があります。

3

項  目
第 26期

自 令不日4年 4月 1日
至 令和 5年 3月 31日

第 27期

自 令和 5年 4月 1日

至 令和 6年 3月 31日

第 28期

自 令不田6年i4月 1日

至 令和 7年 3月 31目

損
益
計
算
書

売上高 57,408 60,249 67,810

売上原価 40,971 43,572 47,661

売上総利益 16,436 16,677 20,149

販売費及び

一般管理費
17,018 17,064 19,184

営業利益 △ 577 △ 387 965

営業外収益 377 379 1,066

営業外費用 1 1 0

経常利益 △ 200 △ 9 2,030

特別利益 479 562 118

特別損失 0 0 0

税引前当期純利益 279 553 2,149

法人税等 253 282 663

当期純不可益 25 271 1,486

項  目 令和 5年 3月 31日現在 令和 6年 3月 31日 現在 令和 7年 3月 31日 現在

貸
借
対
照
表

資 産 17,689 19,197 20,989

負 債 2,737 3,974 4,280

純資産 14,952 15,223 16,709

11,600 11,600 11,600

3,352 3,623 5,109

0 0 0



内訳 令和 4年度 令和 5年度―令和 6年度 備考

①
大島やまざくら

指定管理料
4ぅ 707 4,707 8,324

計 4,707 4,707 8,324

7 市からの財政支出等
(1)委託額 (税込)

(2)財政援助額 (税込)

8 市以外からの補助金 色助成金等
(1)受給額 (税込)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

内訳 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 備考

① 補助金 (助成金)
エネルギー価格高騰

支援金

200 400 0

200 400 0

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

⑤ その他 (補填金)
エネルギー価格高騰

補填金

278 161 0

278 161 0

計 478 561 0

内訳 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 備考

①

計 0 0 0
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9 今後の経営計画等
(1)次期事業計画

12)中長期経営計画

なし

5

第 29期は、売上高 67,018千 円、営業利益 1,510千円、当期純利益 1,217千 円の計上によ

る 12期連続の単年度黒字を目標に、次の取組を行います。

<店舗部門>
i前期に整備した憩いの場を提供し、地域住民とのコミュニケーション強化につなげる。

・新たに大島小学校の体操着を取 り扱 うほか、弁当などの注文販売に取り組むなど、取扱

商品の充実を図り、売上の向上につなげる。

・価格転嫁のほか、発注の精度向上や値引きタイミングの見直しを行い、食品ロスの削減

を推進する。特に、野菜苗やお中元、お歳暮商品などの取扱いを注文販売に切 り替える

ことで在庫管理の負担を軽減 し、廃棄量の削減を図る。

<移動販売部門>

・店舗までの移動手段がない高齢者等に対し、希望する商品の速やかな提供を心がけると

ともに、戸別単位での見守りを兼ねた細やかなサービス提供を行う。

・移動販売先の新規要望があることから、採算性を考慮しながら新たな利用者を開拓して

いく。

【目標売上高】 (税抜、単位 :千円)

期 店舗 移動販売 指定管理料 合計

第 29期 46,900 12,690 7,428 67,018



10 令和 7年度 経営状況の分析 日評価
(1)第ニセクターの経営状況の分析・評価のフローチヤー ト

※ 「第ニセクターに対する関与方針」から抜粋

債務超過に陥つている、又は、資本金の 50%を超
える累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあ

るか

↓いいえ

8期連続の赤字であるか

↓いいラを

B
法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はある

か

イまい

外部専門家に見解を

求める

は い

→

イまい

↓ヤヽいえ

A
現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な
し

フ歯―チャー トによる評価 A

【特記事項】

特になし

Bか らD評価の法人は121ヘ
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クローチャー トによる評価基準 備考

A 経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行 う

B 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、外部専門
家に見解を求める

当期純利益が 3期連続の単年度赤字であ
る

D 蜃索軽鴻残脂滉兵竪がか寒留麦損金がある



第 28期有限会社やまざくら事業報告書 

（令和 6年 4月 1月～令和 7年 3月 31 日） 

 

総括 

  今期も依然として続く物価高騰、エネルギーコストの上昇など、厳しい経営環境の続い

た一年でした。その中においても当社は、地域の皆様のニーズに合わせた商品発注や見守

り活動を兼ねた移動販売など、「地域密着型経営」に努めてまいりました。 

  さて、当社を取り巻く環境は、大島区の人口減少と高齢化の加速に伴い厳しさを増して

おりますが、地域の夏祭り等に伴う利用の増加などもあり、利用者数は前期比で約 3.8％増

加し 40,000 人となりました。また、移動販売において需要に応じたサービス提供に取り組

んだ結果、客単価の上昇が図られ、指定管理料を除く売上高は 7.6％増加し、60,243 千円

となりました。 

売上高利益率については、十分な価格転嫁につなげられず前期比で 1.3％悪化しました。

販売管理費は、2,120 千円増加し、19,184 千円となりました。無駄のない仕入れや廃棄ロ

スの削減、適正な値付けに取り組むほか、高い利益が見込める商品の販売促進により、利

益率の向上を図っていく必要があります。 

    

店舗部門、移動販売部門を合わせた全体の売上総利益は、20,149 千円（計画比▲1,846

千円、前期比+3,472 千円）、営業利益は 965 千円（計画比+943 千円、前期比+1,352 千円）、

税引前当期純利益は、2,149 千円（計画比+1,790 千円、前期比+1,596 千円）となりまし

た。 

  以下、部門別の決算について、ご報告いたします。 

 

1.店舗部門 

  利用者数 35,050 人（前期比 105％）、売上高 47,297 千円（前年度比 108％）でしたが、

売上総利益 9,215 千円（前期比 99.8％）、営業利益▲7,107 千円（前期比▲1,840 千円）で

した。 

  利用者数は増加し、一人当たり売上高は 1,349 円（前期比+34 円）となっており、当施設

の目的である大島区の買い物弱者支援に一定の成果を挙げられたものと考えております。 

 

2.移動販売部門 

  利用者数 4,950 人（前期比 94.3％）、売上高 12,946 千円（前期比 106.3％）、売上総利益

3,367 千円（前期比 106.3％）、営業利益 522 千円（前期比▲79 千円）でした。 

  利用者数は減少しているものの、一人当たり売上高は 2,615 円（前期比+295 円）と向上し

ており、大島区の買い物弱者にとって必要不可欠のサービス提供を行っていることが、地域

住民の支持につながっているものと考えております。 
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第  28  期

う

決 算 報 告 書
令和

令和

６

　

７

年

年

４

　

３

月

月

1 日から
31 日まで

目 次

1.貸借対照表および損益計算書

2.株主資本等変動計算書

31個別注記表

4.勘定科目内訳明細書

所 在 地 新鴻県上越市大島区大平 3874番 地 1

商 号 有限会社 やまざくら

名 飯田多津子
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有限会社 やまざくら 賞 借 対 照 表
代

審代表取締役 飯田多津子
令和 7年 3月 31日 現在

目 金 三 科 目 金

＞

債
金
金
等
等
金

部
　
　
　

税
税

の

負
掛
払
人
黄

り

債

動
　
　
法
消

負

　
　
　
払
払

流
買
未
未
未
預

H固 定 負 債

〔

( 0

4,280,041'
2,431,469

５

０

０

７

０

０

０

６

４

７

５

９

８

１

０

２

４

６

０

４

４

６

７

の 部 合 計 玉.280.Q41

金
金
金
余
余

余
悧
剰

剰
艦
益
不益卿飾

H評 価 ・ 換 算 差 額 等

Ⅲ新 株 予 約 権

株

資

2.資

主 資

本 余

本

　

剰

本
金
　
金

そ
繰

3.利 〕
)

(

0(

|
|(

|

(

(

5,108,883
5,108,883
5,108,883

16,708,883)
11,600,000

0'

，

産
金
金
産
用
金
等
金

『

資
呻
　
資
費

八
券
当

掛
　
　
　
　
引

産

動
及
　
卸
払
収
品

資

　

金
　
　
　
　
　
倒

流
現
売
棚
前
未
商
貸

定   資   産
形 固 定 資 産

物
具 、 器 具 及 び 備 品

産
権

資
入
定
カ
固形
話

無
篭

投 資 そ の 他 の 資 産
出   資   金
保     証    金

Ⅲ繰 延 資 産

）
固

有
建

工

(

(

7,547,

△

7

0

7,471,0

４

５

９

４

４

４

４

６

６

７

７

8,876,756
310,457
2,483,734
101638
1,779,998
路 0
20,903

13,441,4

61,000
7,410,000

醒 :め 習8 !舎 i計 IA!71れ魚 !R伐4
i誕 質 と の 部 al計

駕

品
T度
R70442
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有 F侵会社 やまざ ら 損 益 計 算 書

円 )

目科 金 額

67,809,865

2,237,398

67,809,865

47,818,233
150,

67,809,865

807
20,1

0

5,668
100

1,060,117 1,065,885

9

0

2,030,474

118,182

0

587

価
高
高

計
高

益

原
卸

入
　

卸

利

棚
仕
　
棚

総

上
首

品
　

末

上

売
期
商

合
期

売

益
息
金

入

収
　
当
利
外
　
配
収

業
取
取

用
用

費

費

外

外

業

業
営
営
Ｖ

経   常   利   益

Ⅵ 特   別   利   益
固 定 資 産 売 却 益

税 引 前 当 期 純 利 益
法人税、住民税及び事業税
当 期 純 利

売

売

上

上

一局
一局

男

男

損

損

失

失

I

一般 管理費
一般 管理費
利   益

び
び
及
及
業

費
費
売
売
販
販
営

営
受
受
雑

Ⅳ

Ⅶ 特
特

ぐ

∴
イKC
R70442
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有限会社 やまざくら
株 主 資 本 等 変 動 計 算書 令和 6年  4月  1日 力Ⅲら

令和 7年 3月 31日 まで
(単位 :円 )

荀

I株 主 資
1.資   本

本

金

当期首残高
当期変動額

当期末残高

2,利 益 剰 余 金
(1)そ の他利益剰余金
繰 越 利 益 剰 余 金

当期古残高
当期変動額
当期純午J益

当期末残高

11,600,00o

11,6001000

3,622,814

1,486,069 i486.069
5,108,888

その他利益剰余金合計
当期首残高
当期変動額
当期純利益

当期末残高

3,622,314

1,486,069 1,486.069
5,108,888=

株 主 資 本 合 計
当期首残高
当翔変動額

‐       当期純千U益
当期末残高

1,486,069

15,222,814

1,486.069
16,708,883

II 評価・換算差額等
当期昔残高

当期変動額

当期末残高

0
0

0

Ⅲ 新 株 予 約 権
当期首残高
当期変動額

当期末残高

０

０

‐                    0

純 資 産 の 部 合 計
当期首残高

当期変動額

当期純利益

当期末残高

15,222,814

1,486,069
16,708,8831

品
TKC
R70442
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有限会社 やまざくら 個 別 注 記 表

和 6 4月  1日 か ら
で

ユ

く

1.この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

H.重要な会計方針に係る事項に関する注記

1.棚卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入原価法による原価法を採用しております。

2.固定資産の減価償却方法
(1)有形固定資産

定額法又はl日定額法を採用しております。
ただし、平成15年4月 1日 以後に取得した取得価額30万円未満の資産については、取得時に費用処理して
おります。
(2)無形固定資産

定額法を採用しております。
ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用期間 (5年 )に基づく定額法を採用し
ております。
(3)長期前払費用
期間均等償却を採用しております。

3,引 当金の計上基準
(1)貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、法人税法に規定する法定繰入率により計算した回収不能見込額を計上し
ております。

4,消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

1lI,賞借対照表等に関する注記

1.有形固定資産の減価償却累計額

Ⅳ,株主資本等変動計算善に関する注記

1.発行済株式総数

V.―株当たり情報に聞する注記

1 -株当たり純資産額は、72,021.01円 であります。

2.―株当たり当期純利益は、6,405,46円 であります。

7,785,136円

232株

以  上

,

品
TKC
R70442
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有限会社 やまざくら

販売費及び一般管理費の計 内訳

3 1
円 )

科 目 金 額

費
費
料
酬
与
与
費
費
費
料
賃
費
費
費
費
課
金
費
料
費
費
費
費
却

錦
蒔
坤
報

・ 賞
給
『
生
『
す

家
繕
的
坤
蜘
公
付
坤
険
獅
両
会
時
償

告
送
払
員
杵
　
五
　
価

．
代
　
脚
信
道
税
　
待
　
醐
　
　
境
倒

広
発
支
役
給
雑
法
厚
減
ヅ
地
修
事
通
水
租
寄
接
保
備
車
諸
環
貸

1,545
154,498
1,350

1,731;263
1,680,000
5,327,615
3,016,711
1,103,209‐
228,624
2,849
721,696
26,319
361,250
133,760
153,273
1,970,755
200
11,604
13,598
864,460
602,495
731,499
５０

４２

６３

３４

８

４

７

５

含 計 19118■ 469<l

棚 卸 資 産 の 計 算 内 訳

令和 7年 3月 sl日現在
(単位 :円 )

鳥
TKC

科 金 額

941

R70442
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( 6. 4. 1 ～   7, 3.31)

資 本 金 お よび 準 備 金 の増 減 明 細 書

固 定 資 産 の 取 得 お よび 処 分 の 明 細 書

(金 額 単位 :円 )

有 限 会社  や ま ざ く ら

区 分 期 首 現 在 高 当期 増加 高 当期 減少 高 期 末 現 在 高 備 考

資  本  金 11,600,000 11,600,000

利 益 準 備 金

別 途 積 立 金

区 分 期 首 現 在 額 当期 取 得 額 当期 除 却 額 減 価 償 去Π額 期 末 現 在 額

建 物 付 属 設 備 2,854 2,849 5

工 具 器 具 備 品 9 0 9

14



て|

有限会社 やまざくら
3期 比 較 財 務 諸 表

千円、千円未満切 り

(注 )「黒宇企業平均」の数値は、「TKC経営指標 (令和 6年版)」 における同業黒宇企業   64件 の平均値ですJ
また、その分類水準は、細 分類で、参照業種名は、その他の各種商品小売業

●

●To
TKC (5699)

項
4年

5年

4月 から
3月 まで

年

年

ら

，
ヽ

か

ま

(A
I機歳6

6年

7年
4月から
3月 まで

(B

比

対 比

(B/A)
黒 字 企 : i平 均
令和 6年 版 構成比

貸

借

対

照

表

流 動 資 産 6 60.0 11 61,9 13、 441 64.0 113.1 34,938 51.1
当 座

上 債 権 )

棚 産

そ の

81424 47.6 49.7 43,7 96.1 25,207 86.9
8,043 45.5 9,231 48.1 8,876 42,3 96,2 18,699 27.4
381 2.2 309 1.6 289 1.4 93.6 4,607 6.7

2∫ 145 12.1 2,319 12.1 2.483 11,8 107.1 7,157 10.5
39 02 0.1 1,791 8,5 2.573 318

資  産 7.079 40.0 7,316 38,1 7,547 36.0 103.2 33,365 48,8

無形固定資産・投資

5 00 2 0,0 0.0 0.5 24.141 35 3
7,073 40.0 7,313 38.1 7,547 36.0 103.2 9,223 13.5

繰 延 資 産 0 0,0 0 0.0 0 0.0 11 0,0
総   資   産 17,689 100,0 19,196 100,0 201988 100,0 109.3 68,315 100,0
流 動 負 債 2,736 15,5 3,974 20.7 4.28C 20,4 107.7 13,243 19,4

入 1,849 10.5 12.6 2,431 11.6 100,2 3.30C 4.8
(短期借入金 ) 0 0.0 0 00 0 0.0 4,389 6.4
(割 引手形等 ) 0 0,0 0 0,0 0 0.0

固  定 0 0.0 0 0,0 0 0,0 26.038 38,1
(長期借入金等) 0 0.0 0 0.0 0 0,0 20,369 29,8
純   資   産 14,952 84.5 15,222 79.3 16,708 79.6 109,8 29,033 42.5

本 14,952 84.5 15,222 79,3 16,708 79,6 109,8 29,033 42.5
評価差額等・新株予約権 0 0,0 0 0.0 0 0.0

損

益

計

算

書

竜 売 上 高 57、 407 100,0 60,248 100,0 67.809 100,0 112.5 74、 722 100.0
売  上  原 40,971 71.4 43.571 72,3 47,660 70.3 109.4 42,747 57 2
売 上 総 利 益 16,436 28,6 161677 27,7 20、 149 29,7 120.8 31,975 42,3
販売費・一般管理費 17,013 29.6 17,064 28.3 19,184 28,3 112.4 29,007 38.8
販  売  費 11813 3.2 1,833 3,0 1,888 2.8 103 0 7,428 9.9
一 般 管 理 : 151200 26 5 15,230 25,3 17.295 25,5 113.6 21,579 28.9
(役 1,120 2,0 1,080 18 1,680 2.5 155.6 5(251 7.0
f役員外策管人件費) 8,978 15.6 9,411 15,6 9,676 14.3 102.8 8,760 11,7
(減価償却資Q) 2 00 2 0,0 2 0.0 100.0 1,444 1,9
営  業  利  益 -576 -386 964 1,4 2,967 4.0
営 業 外 収 益 377 0,7 378 0.6 1,065 1,6 281.5 2.005 2,7
(受取利息 .配当金) 0 0,0 C 00 5 0,0 223 0.3
営 業 外 費 用 0 0.0 0 0,0 0 0.0 0,0 570 0.8
(支払利息割引料) 0 0.0 0 0,0 0 0.0 293 0.4
経  常  利  益 -199 -8 2,030 3.0 4,402 5。 9
手 別  損  益 478 08 561 09 118 0.3 21.0 447 0,6
税 引前 当期純利益 278 0.5 553 0.9 2,148 3.2 388.4 4,85C 6.5

2 0.0 2 0.0 2 010 100,0 1.447 1.9

ノ~し

上

原

価

f勺

訳

書

売 上 原 価 40,971 71.4 43,571 72 3 47.660 70.3 109.4 42,747 57.2
商 品 売 上 40,971 71.4 43.571 72.3 47,660 70.3 109.4 40,598 54.3
製 品 売 上 原 価 0 0,0 0 010 0 0.0 2,148 2.9
材  料  費 0 0.0 0 0,0 0 0,0 525 0.7
労 0 0,0 0 0,0 0 0.0 759 1.0
外 注 加 工 費 0 0,0 0 0.0 0 0.0 759 1.0
減 価 償 0 0,0 0 0.0 0 0.0 3 0,0
そ の 他 の経 費 0 0,0 0 0,0 C 0,0 88 0.1
(△ )lB]卸 高増減 0 0,0 0 0,0 C 0,0 -11 010

|

付

加

価

値

計

算

書

純 売 上 高 57,407 349,3 60.248 361.3 67,309 336.5 112.5 74,722 227.8
商 品 売 上 原 価 40,971 249.3 431571 261,3 47.660 236.5 109.4 40,598 123.3
材 0 0.0 0 0.0 0 0,0 581 1.6
外 注 加 工 費 0 0.0 0 0.0 0 0.0 76g 2,3
工 場 消 耗 品 0 0.0 0 0.0 0 0,0 25 0.1
加 工 高 (粗 利益 ) 16,436 100.0 16,677 100.0 20,149 100,0 120.8 32,803 100,0
力Л工高 (撤和1益 )比率 (%) 28,6 ＼ 27.7 ＼ 29.7 ＼ 107.3 43.9 ＼
加 工高労働生産性 2,167

―
＼ 2,084 ＼ 2,518 ＼ 120.8 5,1lG ＼

人   件   費 10と 098 61.4 10,491 62.9 11,356 56.4 108,2 14,774 45,0
労  務  費 0 0.0 0 0.0 0 0.0 675 2,1

手  当 9,046 55.0 9,392 56 3 10,024 49.8 106.7 12,581 38,4
福 ラ‖」厚 生 費 1,052 6.4 11099 66 11331 6.6 121.2 1,517 4.6

R70442
な弟、分類水準が中分類の場合は、近接の異業種を含んだ数値となつています。

です。
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3期 比較 経 営 分 析 表有限会社 やまざくら 令和 7 年 3月 31 日現在

3 6年 3月
`去

) 7 BI 差  異 (B― A) 対比 B/A) 黒宇企業平均
}従雫「員数 (月 ) 76 8.0 0.0 100_0 6∠

己

収

日

日

益 日)

日

日

日

性
入

日

己 日

分

五

析
)

-3.3 -2.0 6.6 4,3
0,0 9.7 9 6_4

ユ.9 3.6 1 9.2 353.9 16.7
3.2 3.1 82 0.1 9 1.1

116.3 113.0 -3.3 97卜 1 383.7
67.5 72_0 7 0.4 100.5 170.7
51,1 55.9 47 8 -8.1 85,4 91.3
2_4 1,9 1.6 -0.3 83.2 22 5
13.6 14.1 13.4 -017 95.2 35.0
0.3 0,1 9.6 9.5 21.9
45.0 44,3 40.6 -3,7 91,7
0.0 0.0 0,0 0.0 0,1 117_2
17,4 24.1 23.0 -1,0 95,7 64.7
11,8 14,7 13,1 -1.6 89,0 16.1
16.4 20,S 18.( -2.0 90.4 28.3
0.0 0,0 0.0 0.0 127.2
95.1 92.を 89,9 -2.3 97.5 141.8
-1.0 -0,6 2.1 4.0
-0 0,0 3,0 30 5,9
28.6 27_ 29,7 2.0 107.3 42.8
00 0.0 0.0 0.0 0
0.( 0,0 0,0 0.0 1.0
0,0 0.0 0.0 0.0 1,0

0,0 0,0 0.0 0,1
29.6 28.| 28.3 0.0 99_9 38 8
]「.6 17.1 16.′ -0.7 96.2 18.8
0.7 0,6 1,6 0、 9 250,1 2.7
0.0 0.0 0,0 0.0 0.0 0,8

0.0 0.0 0.| 0.4

生

産

性

分

析

ユ入 り ( ξ) 7.570 7 531 ,476 945 112.5 11.654
工 28.6 27,7 29 7 2.0 107.3 43,9
1人当り ( ) 210S4 、518 433 5.116
1 り人 i) 1,331 1,311 108 198.2 2.301

i9う〕 614 62.9 56.4 -6.5 89.6 45.4
1人 り 2 2.399 224 109.3 10.635
1 0 0 0 0,5 3.742
エ 287.602.5 5821513.3 136.7
1人 当り三:常利益(好 )(i -26 -1 254 686

安

全

性

分

析

流 動 比 率| 387.6 298,9 314 1 15。 1 105.1 263.8
307.B 240_ 214.2 …25.9 89 2 190.3

1入
金比率(( 70,7

0.0 0,0 0.0 4.0
固  テ 47.3 48,1 45,2 -2.9 115,0

日首 舎 率 %) 47.3 48 1 -2,9 94 0 60.6
自 己 雲 ナヒ る) 84.5 79 3 79,6 0,3 100,4 42.5
≧ i「 1 98.9 101.8 100 1 -1.7 108_2

1.2
債
務
償
選
能
力

ア ン ら, 0,0 010 0.0 0.0 85.3
自 己 露 本 額 ( 1 15.222 16,708 1.486 109.8 29,033

0.0 0.0 0.0 0.0
十与タレス11,Aレッチ,レシオ( 10 9

孝黎利益(i -573 -383 967 1.351 4.415
98.4 101.9 7.6 107.2 105.6

経 , 学キ| 益 -964 191 2.089 11847 -459
横
益
分
岐
点
分
析

分藍 〔売上薦(年 )(: 58.106 60,279 60,976 696 101.2
経 -1,2 -0,1 10.1 10.1 13′ 5

28.6 27,7 29.7 2.0 107.3 43.6
(年 ) 16.6S5 18.118 1.432 108,6

固 r !増 カロ牢(7 102.4 100.3 108,6 8.3 103.3
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

売 上 士ユ加 宰 -1.6 4.9 12.5 7.6 253.6 5.6
室 千→ -1.0 -0.6

1.1 2.1 4,0
芳 助 生 睡 性 (「 -76 -48 168 462
EBITDAヨ 0.0 0,0 010 0,0 1.4

| l 0,0 0.1 0.011150 3 14
【比 率 (( S 79,3 0,3 100.4 42.5

●

●T●
TKC
R70442
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3期比較キャッシュHフ ロー計算書
有限会社 やまざくら

(単位 i千円 、千 円未満 切 り捨て〉

注 :貸借対照表上の「現金及び預金」とキャッシュ・フロー計算書上の「現全及び現金同等物Jと の調整は以下の通りです。

●“TKC
R70442

頂 目 名
4年 4月 から
5年 3月 まで

5年 4月 から
6年 3月 まで

6年  4月 から
7年 3月 まで

営

業

活

動

1こ

よ

る

キ

ヤ

ツ

シ

フ

ロ

I

1 278 553 2.148

減 及

価 び

償 引

却 当

費 全

減 価 2 2 2 2

貸倒引当金の増減額 3 0 0 17

当金 戎額 4 0 0 0

退職 i 当 の 5 0 0 0

その他の引当金の増減額 6 0 0 0

損

益

項
目
の

調

整

7 0 0 -5

東払利息等 8 0 0 0

為 替 9 0 0 0

固定資産等売却益 10 0 0 0

固 売却 ll 0 0 0

皆 産
業 及
活 び
動 負
に 債
係 の
る 増
資 法

売上標 の 12 -43 72 2

棚卸資産の増減額 13 -127 -174 -164

買 14 -89 577 4

減額 15 -142 146 234
割引手形等の増減額 16 0 0 0
子 の 17 -51 503 -2.084

18

特別利益 19 -560

役員賞与の支払学: 20 0 0 0

ノト 計 21 -173 1,119 156
び 配 全 取額 22 0 0 5

利虐、等の支払額 23 0 0 0

24

25 560
法人琴 の 26 130 -253 -283

営業活動によるキャッシュ・フロー 27 -42 1,427 -121

H

投 キ

資 ヤ

活 ツ

動 シ

に ユ

よ °

る フ

l

有価証券の取得による支出 28 0 0 0

による収入 0 0 0

有形固定資産等の取得による支出 30 0 0 0

有形固定資産等の売却による収入 31 0 0 0

投資有価証券の取得に工る支出 32 0 0 0

の による収入 33 0 0 0

貸付けによる支出 34 0 0 0

貸付金の回収による収入 35 0 0 0

そ の の 36 -246 -240 -233

|こ シュ・ フロー 37 -246 -240 -238

皿

財 キ
務 ャ
活 /
動 シ

に ュ

よ ・
る フ

|

短期借入金の増減額 38 0 0 0

・リー :の返済による支出 39 0 0 0

長期借入金等の返済による支出 40 0 0 0ヽ

に る 41 0 0 0

資本金等の増減額 42 0 0 0

配当金の支払額 43 0 0 0

の :等の増減額 44 0 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 45 0 0 0

IV る 46 O 0 0

及び現金同等物の増l成額 47 -288 1.187 -354

VI 48 8,332 8,043 9.231
ll¶ の 49 0 0 0

Ⅷ 現金及び現金同等物期末残高 8.043 9.231 8.876

項 目 名 5年 3月 31日 6年 3月 31日 7年 3月 31日
貸借対照表上の 1現金及び預金」 (1) 81043 9,231 8,876
資金に該当しない「預金」 (2) 0 0 0

預入期間が 3か月を超える定期予頁金 (3) 0 0 0

有価証券のうち、資金に加算した金額 (4) 0 0 0

現金及び現金同等物 (1-2-3+4) 8,043 9、 231 8,876

(注 )キ ャ/シ ュ・フロー計算書は会社法上の計算書類ではありませんが、参考資料として出力しています。
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監 査、幸艮告 書

私は、令和 6年 4月 1日 から令和 7年 3月 31日 までの第 28期事業年度
の当該事業年度に係る計算書類 (貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動

計算書、個別注記表、及びその附属明細書)そ の他会計に関する一切の証憑
・帳簿及び関係書類を監査いたしました。

監査結果

計算書類及びその附属明細書の監査結果

計算書類及びその附属明細書ば〔
u会
社の財産及び損益の状況をすべて重

要な点において適正に表示 しているものと認めます。

以  上

令和 7年 5月 2日

有限会社 やまざくら

監 査 役 脇倫 と飴
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第 29 期有限会社やまざくら事業計画書 

（令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日） 

  

主な営業拠点となる大島区内の少子高齢化に伴う人口減少により、今後も利用者の減少が想定

されるなど、大島やまざくらを取り巻く環境は厳しさを増している状況にあります。 

このような経営環境において、売上低下をどのように防ぐか、もしくは、売上高が減少した分

をどのように利益確保していくかが課題になると考えています。 

大島やまざくらにおいては、地域から愛され、親しみを持ってもらえるよう、住民密着型のサ

ービスを提供するといった運営方針のもと、他の店舗にはないきめ細やかなサービスの提供を念

頭に、今年度は店舗部門、移動販売部門において、利益確保に向けた次のような取組を行ってい

きたいと考えます。 

 

 《店舗販売部門》 

・お年寄りの憩いの場を店舗バックヤードの奥に設置したため、今期は地域の皆さんから

利用していただくことにより、地域住民とのコミュニケーションの強化につなげていき

ます。 

・新たに大島小学校の体操着を取り扱うほか、お弁当などの注文販売に取り組むなど、取

扱商品の充実を図り、売上の向上につなげます。 

・価格転嫁のほか、発注の精度向上や値引きタイミングの見直しを図り、食品ロスの削減

を推進します。特に野菜苗・お中元・お歳暮商品などを注文販売に切り替えることで、

在庫管理の負担を軽減し、廃棄等のないように取り組んでいきます。 

 

《移動販売部門》 

・店舗までの移動手段のない高齢者や体の不自由な方に対するコミュニケーションの強化

により、希望される商品の速やかな入荷とお届けを心がけ、利便性を PR すると同時に、

戸別単位での見守りを兼ねた細やかなサービス提供を行います。 

 ・効率的かつ見やすい商品配置を心がけ、購買意欲が高まるよう工夫していきます。 

・新規で移動販売の要望があるため、採算性を見極めながら新規利用者を開拓していきま

す。 

 

上記の取組により、第 29 期は売上高 67,018 千円、 営業利益 1,510 千円を目標とし、地

域や地域以外にも親しまれるスーパーとして、役職員一同で取り組んで参ります。 
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（単位：千円）

科目 合計 委託料 店舗部門 移動販売部門 摘 要

売上    ① 59,590 46,900 12,690
店舗：(利用者数33,500人）×平均単価1,400円
移動：(利用者数5,400人）×平均単価2,350円

その他売上 ② 7,428 7,428 指定管理料5,824千円＋R6適正利益分1,604千円（税抜き）
総売上   ③（①+②） 67,018 7,428 46,900 12,690
原価    ④ 45,739 36,348 9,391 店舗77.5％、移動74％を想定。
粗利益   ⑤（③−④） 21,279 7,428 10,552 3,299

 役員報酬
（法定福利費含む）

2,706 2,706
社⻑：140千円×2か⽉＋200千円×10か⽉＝2,280千円 法定福利費306千円
取締役：5千円×12か⽉＝60千円 監査役：5千円×12か⽉＝60千円

 社員
（時間外、法定福利費含む）

6,686 6,086 600 副店⻑、社員

 パート
（時間外、法定福利費含む）

2,900 1,600 1,300 臨時社員

人件費計  ⑥ 12,292 0 10,392 1,900
 旅費 5 5 全日本食品展示会出張費
 広告宣伝費 62 59 3 ＰＯＰ、チラシ（店舗：59千円、移動：3千円） 
 支払手数料 1,728 1,728 税理士費用726千円、全日本食品（運営負担金、指導料等）840千円 他
 リース、使用料、賃借料 716 486 230 複合機、ブレーカー、レジ、ラベラー利用料等
 減価償却費 0
 地代家賃 26 24 2 郵便局ワゴンでの販売（12千円×2箇所）、大島保健センター土地借り上げ
 修繕費 200 200 保守料107千円、消防設備点検15千円、器具修繕78千円
 事務用消耗費 150 150
 通信交通費 153 153 電話料金、インターネット、その他
 水道光熱費 2,048 2,048 店舗：電気2,000千円、ガス24千円、水道24千円
 会議費 0
 接待交際費 13 13 お礼品等
 保険料 366 359 7 店舗：役員賠償保険319千円、賠償保険23千円、火災共済17千円、移動：賠償保険7千円
 備品消耗品費 426 396 30 店舗：消耗品396千円、移動：30千円
 車両費 645 145 500 店舗：ガソリン145千円、移動：ガソリン325千円、自動車共済70千円、タイヤ代他105千円
 諸会費 78 78 賦課金30千円、商工会費ほか48千円
 環境衛生費 456 456 浄化槽100千円、廃棄物処理費238千円、清掃118千円
 雑費 405 405 除雪費400千円、寄付金5千円
その他販管費計⑦ 7,477 6,705 772
小計    ⑧（⑥+⑦） 19,769 0 17,097 2,672
営業損益  ⑨（⑤-⑧） 1,510 7,428 -6,545 627
 雑収入 347 0 347 0 原発助成108千円、自動販売機ほか239千円
 受取利息 10 0 10 0
営業外収入 ⑩ 357 0 357 0
 支払利息 0 0 0 0
営業外費用 ⑪ 0 0 0 0
経常損益 ⑫（⑨+⑩-⑪） 1,867 7,428 -6,188 627
法人税等 ⑬ 650
純利益  ⑭（⑫‐⑬） 1,217

利用者数及び客単価
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 摘 要

利用者数（人） 39,074 38,553 40,000 38,900
 店舗 34,343 33,303 35,050 33,500
 移動販売 4,731 5,250 4,950 5,400
平均客単価（円） 1,360 1,452 1,506 1,532
 店舗 1,232 1,315 1,349 1,400
 移動販売 2,290 2,320 2,615 2,350

（有）やまざくら 第29期（令和7年度） 事業計画書（収支計画書）

大島区の人口減少は避けられないものの、取組を通して利用者数確保の経営努力を行う。

購入点数の増による、客単価の維持向上を図る。
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